
写真1　アナログ・テスタと組み合わせて，低抵抗（50 mΩ
まで）精度良く測れる100 mA低抵抗ドライブ・アンプを
製作
読者プレゼント＆組み立てキットあり（p.80参照）

写真2　アナログ・テスタは1Ω以下の目盛りが粗く，正確な抵
抗値を測ることはできない

写真3　本器とアナログ・テスタを組み合わせて，53 mΩの線
材（AWG22）1 mの抵抗値測定に成功

1Ω以下の目盛りは粗く
正確に読み取れない

AWG22線（規格は
53mΩ/m，実測値
は63mΩ）

100mA低抵抗
ドライブ・アンプ

針は6mVを指示
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● 配線抵抗や接触抵抗など1Ω以下の抵抗値をテス
タで調べる
　写真2に示すように，アナログ・テスタ YX−361TR
のメータの1Ω以下は目盛りが粗く，読み取り精度が
良くありません．これでは，mΩオーダのスイッチの
接点抵抗や電流センシング用の低抵抗，電線の抵抗値
などを正確に読み取ることはできません．
　そこで，アナログ・テスタで1Ω以下の低抵抗値を

　スマホのように野外の過酷な環境で手荒く扱われ
ることが多いIoT機器には，高い堅牢性や信頼性が
求められます．特に，1日に何度もON/OFF操作す
るスイッチやリレーなどの接点は劣化が激しい部品
です．これらの接点の劣化具合いは，その抵抗値（数
十〜数百mΩ）を測るとわかります．
　ドローンやロボット，EVなど，モータを搭載し
た無人モバイルもIoTの象徴的な応用です．モータ
の回転トルクを制御するためには，1Ω以下の低抵
抗を使って電流を検出する手段が必要です．
　アナログ・テスタでは1Ω以下の低抵抗を精度よ
く測ることができません．本章では，50 mΩまで
正確に測ることができるようになるアナログ・テス
タと組み合わせるアダプタ（写真1）を製作します．
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テスタで作る私のIoT実験ワークベンチ
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第5章
0.05Ωまで高精度測定！
100mA低抵抗ドライブ・アンプ

何度も押すスイッチの劣化を調べたり，
モータ用電流センサを選んだり

ワークベンチ
製作③
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